
 

１ 公立夜間中学の経緯 
・公立夜間中学は、戦後の混乱期の中で生活困窮などの理由で昼間に就学できなかった方々への学

び直しの場として昭和 20 年代初頭に生まれたもの。 

・近年は、不登校など様々な事情により十分な教育を受けられないまま中学校を卒業した方や本国

で義務教育を受けていない外国籍の方などの義務教育を受ける機会を実質的に保証する役割も期

待されている。 

・こうした状況の中で、平成 28 年 12 月に「義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機

会の確保等に関する法律」（いわゆる「教育機会確保法」）が成立し、すべての地方公共団体で公立

夜間中学における就学機会の提供等の措置を講ずることが義務付けられることとなった。 

・これを受けて、文部科学省においては、全政令市及び全都道府県に最低１校の公立夜間中学を設

置する方針を掲げている。 

 

２ 札幌市における公立夜間中学の在り方検討会議について 

（1）札幌市における公立夜間中学設置に向けた検討状況 

・北海道において、平成 29 年 10 月に公立夜間中学における就学の機会の提供その他の必要な措

置などについて協議するための「夜間中学等に関する協議会」が立ち上げられ、札幌市も参

加。 

・平成 31 年１月の第４回協議会で「設置主体の議論とは別に、設置場所として『札幌市内に設

置』することが適当」との意見集約に至る。 

・札幌市において、これを受けて各種検討を行い、令和４年４月の開設に向けて現在鋭意取組を

進めているところ。 

 

★ 公立夜間中学開設に向けたスケジュール 

 

 

 

 

 

 

（2）札幌市における公立夜間中学の在り方検討会議の位置づけ 

  ・公立夜間中学には多様な生徒の入学が想定されることから、生徒の対象となりうる方々を支援

している有識者や学識経験者などの方々に当該会議に参加いただき、札幌市が設置する公立夜間

中学で配慮すべき事項などについてのご意見をいただき、今年度策定予定の基本計画につなげて

いく。 

 

   

 

３ 公立夜間中学とは 

（1）公立夜間中学の一般例 

項目 内容 

授業日 
〇 昼間の中学校と同じく週５日 

〇 夏休みも冬休みも昼間の中学校と同じ期間 

教える人 〇 教員免許を持った公立中学校教諭 

学ぶ教科 〇 昼間の中学校と同じく９教科 

卒業認定 〇 公立夜間中学の課程を修了すれば、中学校卒業資格が得られる 

授業の時間 〇 教育課程の特例（※）を活用し、１コマ 40 分の４時間授業 
〇 始業時刻は 17：30 頃、終業時刻は 21：00 頃 

入学資格 

〇 以下のすべてを満たす人 

  ・ 義務教育の年齢（満 15 歳）を超えた人 
  ・ 中学校を卒業していない人、または、卒業していても不登校等の理由に

より、学び直しを希望する人 

  ※ 学齢経過者を夜間中学において教育する場合には、特別の教育課程の編成が認められている（授業時数

の減が可能） 

（2）全国の設置状況 

・現在、公立夜間中学は、10 都府県に 34 校設置 

※ 最近では、令和元年に埼玉県川口市、千葉県松戸市、令和２年に茨城県常総市に開校。 

・令和３年度には、徳島県、高知県、福岡県大牟田市に開校予定 

・そのほか相模原市、静岡県、長崎県においても設置に向けた具体的な検討が始まっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌市における公立夜間中学の在り方について（第一回資料） 

資料４ 

R1 R2 R3 R4

設置に向けた調査研究（他都市

調査やアンケート実施など）

開設場所、学校コンセプト、教育

内容のアウトラインなどの整理

基本計

画策定

周知、入学者対応、

開校準備

開校



（3）全国の公立夜間中学の状況【平成 29 年度夜間中学等に関する実態調査（文部科学省）より】 

ア 学校の規模、体制 

 〇 学校別生徒数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇 夜間中学に配置されている教職員数（回答対象校数：31 校、下表は主な職員抜粋） 

  校長 
副校長・

教頭 

教諭 

（※） 

養護教諭 

（※） 
事務職員 用務員 

専任 0 27 221 25 8 10 

兼任 31 6 14 1 1 1 

総数 31 33 235 26 9 11 

平均（専任） 0 0.87 7.13 0.81 0.26 0.32 

※ 上表の教諭は主幹教諭、指導教諭、教諭、常勤講師を足し合わせた数 

※ 上表の養護教諭は養護教諭、養護助教諭を足し合わせた数 

 

  ⇒ １校平均の生徒数は 54.4 名と小規模な学校が多く、専任の管理職１名と教員７～８名

程度、養護教諭１名の体制が一般的。 

 

イ 在籍生徒の状況 

 〇 属性別の生徒数（回答総数は 1,687 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⇒ 在籍生徒の８割が外国籍の生徒 

 

 〇 年齢別の生徒数 

  ① 年齢別の生徒数（総数） 

 

 

 

 

 

 

 

  ② 日本国籍を有する者の年齢別生徒数（上表①の内数） 

 

 

 

 

 

 

 

③ 日本国籍を有しない者の年齢別生徒数（上表①の内数） 

 

 

 

 

 

 

 

   ⇒ どの世代においても一定数の在籍がある（日本国籍在籍者においては 60 歳以上の比

率が非常に高くなっている）。 
 

札幌市における公立夜間中学の在り方について（第一回資料） 

1 校あたりの平均：54.4 人 

学齢期 15～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上 合計

0 196 123 74 45 34 113 585

（0.0%） （11.6%） （7.3%） （4.4%） （2.7%） （2.0%） （6.7%） （34.7%）

0 146 162 151 172 128 343 1,102

（0.0%） （8.7%） （9.6%） （9.0%） （10.2%） （7.6%） （20.3%） （65.3%）

0 342 285 225 217 162 456 1,687

（0.0%） （20.3%） （16.9%） （13.3%） （12.9%） （9.6%） （27.0%） （100.0%）

男

女

合計

学齢期 15～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上 合計

0 178 106 70 36 25 45 460

（0.0%） （10.6%） （6.3%） （4.1%） （2.1%） （1.5%） （2.7%） （27.3%）

0 126 149 145 158 101 217 896

（0.0%） （7.5%） （8.8%） （8.6%） （9.4%） （6.0%） （12.9%） （53.1%）

0 304 255 215 194 126 262 1,356

（0.0%） （18.0%） （15.1%） （12.7%） （11.5%） （7.5%） （15.5%） （80.4%）

男

女

合計

学齢期 15～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上 合計

0 18 17 4 9 9 68 125

（0.0%） （1.1%） （1.0%） （0.2%） （0.5%） （0.5%） （4.0%） （7.4%）

0 20 13 6 14 27 126 206

（0.0%） （1.2%） （0.8%） （0.4%） （0.8%） （1.6%） （7.5%） （12.2%）

0 38 30 10 23 36 194 331

（0.0%） （2.3%） （1.8%） （0.6%） （1.4%） （2.1%） （11.5%） （19.6%）

男

女

合計



 〇 夜間中学への入学理由 

 

 

 

 

 

① 日本国籍（上表の内数）          ②日本国籍を有しない者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒ 日本国籍、日本国籍を有しない者ともに「中学校教育の修了」や「高等学校入学」という

動機を持つ人が多くなっているが、日本国籍においては、「中学校程度の学力の習得」が比較

的高い動機となっており、日本国籍を有しない者においては、「日本語会話能力の習得」が比

較的高い動機となっている。 

 

〇 夜間中学卒業後の状況（平成 28 年度に夜間中学を卒業した生徒数：344 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒ 全体でみると、卒業者の６割程度が進学や就職といった次のステップにつながっている

（日本国籍だけ見ても５割以上の卒業生が次のステップにつながっている）。 

 

 

〇 全国状況のまとめ 

 ◆ 学校は小規模校が多く、教職員の規模は全体で 10 名前後 

 ◆ 在籍者の８割は外国籍生徒 

 ◆ 在籍者の年齢層は、日本国籍在籍者においては、比較的高齢層が多いが、どの年代も

一定程度在籍している。 

 ◆ 入学希望理由は、日本国籍と外国籍では異なる 

 ◆ 卒業生の６割程度は、高校進学や就職につながっている 
 

（4）公立夜間中学に係る設置・運営上の工夫 

   公立夜間中学は、地域の実情や学校の目的に応じて以下のような幅がある。 

通常の中学校に近い形 ⇔ 柔軟な体制を取る形 

・基本的には、昼間の中学校をベースと

した学習。 

・日本語が不安な生徒については、授業

についていける日本語力を身に付けて

からの入学を推奨 

教育内容 ・学年は存在しているが、授業はすべて

習熟度別授業（小学校課程の内容含む）。 

・日本語指導が特に必要な生徒について

は、特別なカリキュラムを編成 

・修業年限は３年で、原則的には３年経

ったら卒業 

修業年限 ・修業年限は原則３年ではあるが、本人

の希望に応じ９年まで在籍可 

・中２や中３からの入学は認めない（全

員１年生から） 

編入学 ・中２や中３からの入学は可能 

・入学は４月のみ 入学時期 ・随時入学 

・比較的入学のハードルが高く、入学後

も高いモチベーションが必要 

・生徒の出席率は比較的高い 

・在籍状況が安定しているため、年間の

学習計画が立てやすい 

想定され

る特徴 

・比較的入学しやすく、学習継続もしや

すい 

・生徒の出席率は比較的低い 

・生徒の入れ替わりが多く、年間の学習

計画は立てにくい 

⇒ 公立夜間中学の設置にあたっては、学校に求められる役割を整理することが重要。 
 

４ 札幌市が設置する公立夜間中学の在り方に係る検討内容について 
・札幌市における公立夜間中学の在り方について、下記の内容を中心に検討を進める。 

１ 札幌市が設置する公立夜間中学の目指す姿 

   札幌市教育委員会が行ったアンケートなども踏まえながら、札幌市が設置する公立夜間中学

に求められる役割や目指す姿についてご意見をいただきたい。 
 

２ 上記目指す姿の実現に向けた学校づくりの視点 

札幌市が設置する公立夜間中学の役割を踏まえて、どのような考え方に基づいて学校づくり

を進めるべきか、この学校においては、どのような取組や仕組みが必要なのかについてご意見

いただきたい。 

高等学校入学
職業資格の

取得

中学校教育の

修了

中学校程度の

学力の習得

読み書きの

習得

日本語会話能

力の習得

日本の

文化理解
合計

312 24 474 249 165 461 2 1,687

（18.5%） （1.4%） （28.1%） （14.8%） （9.8%） （27.3%） （0.1%） （100.0%）

卒業後の状況別 日本国籍
日本国籍を
有しない者

合計

29 126 155

（8.4%） （36.6%） （45.1%）

0 1 1

（0.0%） （0.3%） （0.3%）

10 50 60

（2.9%） （14.5%） （17.4%）

37 91 128

（10.8%） （26.5%） （37.2%）

76 268 344

（22.1%） （77.9%） （100.0%）

就職

その他

高等学校進学

専修学校進学

合計


